
は
じ
め
に

本
稿
は
、
林
羅
山
の
思
想
を
そ
の
理
気
論
・
心
性
論
の
面
か
ら
考
察
し
、
羅

山
の
思
想
の
特
徴
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
羅
山
の
理

気
論
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
は
、
彼
の
「
理
気
不
可
分
之
論
」
を
ど
の
よ
う
に
解

釈
す
る
の
か
が
、
従
来
よ
り
の
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
近
年
石

（
１
上
）

田
一
良
氏
に
よ
り
、
一
定
の
解
決
が
せ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
石
田
氏
は
羅
山

の
理
気
論
の
展
開
を
た
ど
り
、
羅
山
が
理
気
一
元
論
に
傾
斜
し
て
い
た
の
は
、

禅
的
論
理
を
脱
し
き
れ
な
か
っ
た
慶
長
年
間
で
あ
り
、
藤
原
慢
窩
の
死
亡
し
た

元
和
五
年
頃
を
境
と
し
て
、
羅
山
は
明
確
に
理
気
二
元
論
の
立
場
に
立
っ
た
と

結
論
さ
れ
た
。
こ
の
石
田
氏
の
研
究
に
よ
り
、
羅
山
理
気
論
の
展
開
過
程
は
大

筋
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
い
ま
だ
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い

点
も
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
後
述
す
る
ご
と
く
理
気
一
元
論
の
立
場
に
立
っ

て
い
た
時
期
に
お
い
て
も
、
そ
れ
と
は
異
な
っ
た
（
あ
る
い
は
矛
盾
す
る
）
理

気
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら

林
羅
山
の
思
想

口
理
気
論
・
心
性
論
の
軌
跡
Ｉ

の
理
気
論
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
い
て
、
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
構
造
を

も
っ
て
い
た
の
か
、
こ
れ
が
第
一
の
点
で
あ
る
。
ま
た
、
朱
子
学
に
お
い
て

は
、
理
気
論
と
心
性
論
と
は
密
接
な
連
関
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
羅
山

に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
こ
れ
が
第
二
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
三
の

問
題
点
と
し
て
は
、
理
気
二
元
論
の
立
場
を
と
る
に
到
っ
た
と
さ
れ
る
完
成
期

の
羅
山
理
気
論
は
、
朱
子
の
そ
れ
の
ま
っ
た
く
の
祖
述
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
そ

こ
に
何
ら
か
の
特
徴
を
見
い
だ
せ
な
い
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
も
と
づ
き
、
次
の
要
領
で

考
察
を
す
す
め
る
。
ま
ず
、
慶
長
期
・
元
和
期
・
寛
永
期
以
降
の
三
期
に
分
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
け
る
羅
山
の
理
気
・
心
性
論
の
構
造
を
考
察
す

る
。
そ
れ
は
、
前
述
し
た
石
田
氏
の
研
究
を
ふ
ま
え
、
元
和
期
が
羅
山
の
思
想

の
展
開
の
上
に
お
い
て
一
つ
の
転
換
期
に
あ
た
っ
て
い
る
と
の
見
通
し
に
よ

る
。
次
に
羅
山
の
神
道
論
に
ゑ
ら
れ
る
理
気
・
心
性
論
の
構
造
を
考
察
す
る
。

そ
れ
は
、
羅
山
の
神
道
論
は
彼
の
理
気
・
心
性
論
の
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
と
も
に
、
そ
の
逆
の
関
連
性
を
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

栗
原
克
榮

一
一
一
一
一
一



｜
、
慶
長
年
間
の
理
気
・
心
性
論

慶
長
九
年
（
一
六
○
四
年
）
八
月
、
吉
田
玄
之
の
紹
介
に
よ
り
賀
古
宗
隆
の

邸
宅
で
羅
山
と
猩
窩
と
の
会
見
が
実
現
し
た
。
こ
の
時
に
至
る
ま
で
の
羅
山
の

学
問
は
、
ほ
ぼ
独
学
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
『
羅
山
先
生
年
譜
』
『
羅
山

先
生
行
状
』
に
よ
れ
ば
、
十
七
・
八
才
に
し
て
経
学
を
修
め
る
こ
と
を
志
し
、

そ
の
学
究
は
程
朱
学
に
拠
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
独
学
で
読
破
し
た
書
目

は
、
宋
明
儒
者
の
も
の
を
中
心
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
程
朱
学
に
拠
る
と
い

っ
て
も
そ
れ
は
広
義
の
程
朱
学
、
す
な
わ
ち
二
程
子
・
朱
子
と
と
も
に
そ
れ
以

降
の
宋
明
儒
者
の
学
問
を
も
含
む
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
慶
長
期
に
お
い
て

は
後
者
を
通
し
て
の
前
者
の
理
解
と
い
う
色
彩
が
濃
い
。
（
こ
の
点
は
後
に
ふ

れ
る
。
）
ま
た
さ
ら
に
、
羅
山
の
学
究
の
基
本
姿
勢
は
、
彼
の
理
気
・
心
性
論

の
変
遷
を
考
え
る
際
、
見
の
が
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
羅
山
は
自

ら
の
修
養
の
た
め
に
準
体
験
的
に
読
書
を
進
め
る
と
い
う
よ
り
は
、
い
わ
ば
純

学
問
的
に
読
書
を
進
め
た
の
で
あ
る
。
彼
の
理
気
・
心
性
に
関
す
る
疑
問
は
、

彼
自
身
の
修
養
の
体
認
に
発
す
る
の
で
は
な
く
、
宋
明
諸
儒
の
理
気
・
心
性
の

論
の
相
異
を
、
読
書
を
通
じ
て
知
っ
た
と
い
う
所
に
そ
の
源
泉
が
あ
る
と
い
え

レ
ー
｛
差
勾
／
Ｏ

さ
て
、
慢
窩
に
会
見
す
る
に
先
立
っ
て
羅
山
が
書
き
送
っ
た
書
簡
に
、
次
の

ご
と
く
記
し
て
い
る
。

太
極
理
也
、
陰
陽
気
也
。
太
極
之
中
本
有
二
陰
陽
一
、
陰
陽
之
中
亦
未
二
嘗

不
Ｐ
有
二
太
極
一
。
五
常
理
也
、
五
行
気
也
、
亦
然
。
是
以
或
有
二
理
気
不
し

可
レ
分
之
論
一
。
勝
雌
し
知
三
其
戻
二
朱
子
之
意
一
、
或
強
言
し
之
。
足
下
以
為
二

（
２
）

如
何
一
・

発
生
論
的
に
考
え
る
と
、
理
の
中
に
も
と
も
に
気
が
存
し
な
け
れ
ば
、
現
実
の

理
気
が
合
わ
さ
っ
て
で
き
て
い
る
存
在
が
説
明
で
き
な
い
。
ま
た
、
存
在
論
的

に
み
る
と
気
の
中
に
は
理
が
あ
る
。
こ
れ
が
羅
山
の
言
わ
ん
と
す
る
「
理
気

不
し
可
レ
分
之
論
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
理
気
論
は
「
朱
子
の
意
に

戻
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
羅
山
は
朱
子
の
理
気
論
を
「
理
気

可
レ
分
之
論
」
と
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
慶
長
末
に
書
か
れ
た
『
擬
問
六
条
』
の
文
で
は

（
ａ
）
（
。
Ｄ
）

易
称
、
形
而
上
者
謂
二
之
道
一
、
形
而
下
者
謂
二
之
器
一
。
叉
日
、
一
陰
一
陽

（
Ｃ
）

之
謂
レ
道
。
程
伯
子
日
、
陰
陽
亦
形
而
下
者
也
、
而
日
レ
道
者
元
来
只
此

（
ｄ
）

道
。
朱
子
日
、
天
地
之
化
往
者
過
来
者
続
、
無
二
一
息
之
停
一
、
乃
道
体
之

（
ｅ
）

本
然
也
。
叉
答
二
何
国
材
一
書
日
、
一
陰
一
陽
往
来
不
し
息
即
是
道
之
全
体
。

（
ｆ
）
（
９
）

伯
子
與
レ
朱
子
其
言
不
レ
異
。
程
叔
子
日
、
所
二
以
陰
陽
一
者
道
。
叉
日
、
所
二

（
．
ｈ
処
）
（
●
口
１
）

以
閣
關
一
者
道
。
朱
子
叉
日
、
理
與
レ
気
決
是
二
物
。
叉
日
、
理
弱
気
強
。

（
●
１
Ｊ
）

又
日
、
若
無
二
此
気
一
則
此
理
如
何
頓
放
。
叔
子
與
レ
朱
子
其
言
相
同
、
而

伯
叔
有
し
異
。
朱
子
亦
其
言
前
後
有
し
異
。
未
し
知
以
二
何
者
一
為
二
定
論
一
而

（
Ｑ
Ｕ
）

帰
二
其
一
一
也
。

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
文
は
羅
整
庵
『
困
知
記
』
巻
上
第
十
一
章
の
文
と
非
常

に
似
か
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
羅
山
の
文
は
、
③
か
ら
⑪
ま
で
程
・
朱
の
理
気
の

言
説
を
十
ほ
ど
引
用
し
た
上
で
、
二
程
子
に
お
い
て
も
異
な
る
点
が
あ
り
、
朱

子
に
お
い
て
も
前
後
に
異
な
る
言
が
存
す
る
の
で
、
何
を
も
っ
て
定
論
と
す
べ

き
か
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
一
方
『
困
知
記
』
に
お
い
て
、
羅
整
庵
は
次
の

ご
と
く
論
じ
て
い
る
。
程
伯
子
（
明
道
）
は
『
易
』
の
③
．
⑥
の
語
を
歴
挙
し

て
⑥
と
説
い
た
が
、
そ
の
説
は
「
上
下
を
蔵
し
て
最
も
分
明
で
あ
る
。
」
と
し

て
賛
同
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
叔
子
（
伊
川
）
の
⑦
、
⑧
の
言
を
引
用
し
て
、

四



そ
の
言
は
理
と
気
と
を
二
物
と
す
る
き
ら
い
が
あ
る
と
、
否
定
的
に
評
し
て
い

る
。
次
に
朱
子
の
⑪
。
①
。
①
。
◎
の
言
説
を
順
に
引
用
し
て
、
⑪
。
①
。
①

の
ご
と
く
理
気
を
二
物
と
み
る
傾
向
が
朱
子
に
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
◎
の
言

が
朱
子
の
中
で
最
も
良
い
と
し
て
い
る
。
羅
山
が
『
擬
問
』
の
中
で
引
用
し
て

い
る
も
の
で
『
困
知
記
』
に
載
っ
て
い
な
い
の
は
⑥
の
文
だ
け
で
あ
る
。

以
上
の
二
つ
の
文
を
比
べ
る
と
、
そ
の
引
用
さ
れ
た
言
説
が
ほ
と
ん
ど
同
じ

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
考
え
方
に
お
い
て
も
類
似
性
が
指
摘
で
き
る
。
二
程
子

の
主
張
が
異
な
り
、
朱
子
の
言
に
も
前
後
で
異
な
る
点
が
あ
り
、
定
論
と
す
る

に
何
を
も
っ
て
す
る
か
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
問
題
意
識
が
共
通
し
て
い
る
。

ま
た
、
定
諭
の
方
向
性
を
明
道
や
朱
子
の
一
部
に
ゑ
ら
れ
る
、
理
気
未
分
の
潭

然
と
し
た
把
え
方
に
求
め
て
い
る
点
に
お
い
て
も
、
通
じ
あ
う
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
、
慶
長
期
の
羅
山
の
理
気
不
可
分
之
論
は
、
羅
整
庵
そ

し
て
そ
れ
を
通
し
て
程
明
道
の
説
く
理
気
を
一
物
と
な
す
考
え
方
（
理
気
一
元

論
）
に
、
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

羅
整
庵
の
説
い
た
理
気
論
と
は

理
須
下
就
二
気
上
一
認
取
上
、
然
認
レ
気
為
し
理
便
不
し
是
、
此
虚
間
不
し
容
レ
髪
。

最
為
し
難
し
言
。
要
在
二
人
善
観
而
黙
識
杉
之
。
只
就
レ
気
認
レ
理
與
二
認
し
気

（
４
）

為
蕨
理
両
言
、
明
有
二
分
別
一
・
若
於
レ
此
看
不
し
透
、
多
説
亦
無
し
用
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
気
を
認
め
て
そ
れ
を
理
と
す
る
の
で
は
な
く
、

気
の
上
に
就
い
て
理
を
認
識
せ
よ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で

理
と
気
と
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
と
と
も
に
、
他
方
理
と
気
と
を
二

物
と
し
て
は
な
ら
な
い
と
説
く
の
で
あ
る
。
羅
整
庵
の
理
気
論
は
、
朱
子
に
お

け
る
理
先
気
後
、
道
器
分
裂
の
朱
子
学
を
批
判
し
つ
つ
も
、
理
の
権
威
性
を
ま

（
５
）

っ
た
く
な
く
し
て
し
ま
う
も
の
で
は
な
い
。
羅
山
は
、
か
か
る
羅
整
庵
の
理
気

論
の
影
響
を
受
け
、
朱
子
の
理
気
論
を
「
理
気
可
レ
分
之
論
」
と
し
て
批
判
し

「
理
気
不
可
分
之
論
」
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
理
気
不
可
分

の
考
え
方
を
、
王
陽
明
の
理
気
論
に
ま
で
押
し
進
め
た
の
で
あ
る
。

（
Ａ
Ｕ
）

理
與
レ
気
一
歎
二
嗽
、
王
守
仁
日
、
理
者
気
之
條
理
気
者
理
之
運
用

こ
の
よ
う
に
、
理
と
気
と
を
一
と
す
る
考
え
方
を
、
王
陽
明
の
言
を
借
り
て
表

わ
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
陽
明
の
理
気
論
は
先
の
羅
整
庵
の
言
を
借
り
て
表

現
す
る
の
な
ら
ば
、
気
を
認
め
て
理
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
理
気
は
ま
っ
た
く

同
一
の
も
の
と
な
り
、
理
の
権
威
性
は
ま
っ
た
く
失
な
わ
れ
る
に
至
る
の
で
あ

う
（
》
０

以
上
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
慶
長
期
の
羅
山
の
理
気
不
可
分
之
論
は
、
程

朱
の
理
気
を
め
ぐ
っ
て
の
言
説
の
不
同
に
気
付
き
、
羅
整
庵
の
理
気
一
元
論
に

よ
り
朱
子
の
理
気
を
二
物
と
す
る
考
え
方
を
批
判
す
る
な
か
か
ら
成
立
し
た
も

の
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
考
え
方
は
陽
明
の
理
気
論
に
ま
で
押
し
進
め
ら

れ
た
と
い
え
る
。

一
方
、
慶
長
期
の
羅
山
の
中
に
は
こ
れ
と
は
異
質
の
理
気
論
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
先
の
慢
窩
宛
書
簡
に
先
立
っ
て
書
か
れ
た
、
最
初
の
書
簡
で
は
、

朱
子
之
於
二
程
子
「
猶
如
三
孟
子
之
於
二
子
思
一
、
陸
氏
却
以
二
老
荘
之
見
一
測
し

之
、
豈
可
也
乎
。
夫
陸
氏
知
三
園
棊
之
出
二
干
河
図
一
、
而
不
レ
知
二
其
之
太

へ
旬
Ｊ
）

極
一
。
知
三
無
極
二
字
出
二
干
老
子
書
一
、
而
不
レ
知
三
其
身
之
入
二
子
老
一
也
。

と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
朱
・
陸
の
太
極
論
争
が
背
景
に
あ
る
。
朱
・
陸

の
争
点
は
、
朱
子
が
陰
陽
と
別
次
元
の
道
（
理
）
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
象

山
が
陰
陽
が
運
動
す
る
こ
と
が
た
だ
ち
に
道
で
あ
る
と
主
張
し
た
と
こ
ろ
に
あ

る
。
象
山
に
す
れ
ば
「
無
極
」
と
は
老
子
の
書
か
ら
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
「
無
極
」
の
字
を
わ
ざ
わ
ざ
「
太
極
」
の
上
に
加
え
る
必
要
は
な
い

五



と
い
う
の
で
あ
る
。
一
方
朱
子
か
ら
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
象
山
の
主
張
こ
そ

（
８
）

「
無
極
」
を
老
子
流
に
解
釈
し
た
も
の
で
あ
り
、
老
子
に
陥
る
も
の
で
あ
る
。

羅
山
は
、
以
上
の
朱
陸
の
論
争
を
踏
え
て
、
象
山
の
主
張
は
老
子
流
で
あ
る
と

批
判
し
て
い
る
と
も
解
せ
る
。
だ
が
、
こ
の
排
陸
の
弁
は
梶
窩
が
そ
の
返
書
で

（
ｎ
コ
）

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
諸
彦
排
陸
の
緒
余
（
宋
明
諸
儒
の
排
陸
の
常
套
語
）
」

で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
差
し
引
い
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

で
は
、
陰
陽
と
は
別
次
元
の
存
在
と
し
て
の
太
極
（
理
）
と
い
う
認
識
は
、
羅

山
に
お
い
て
は
っ
き
り
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。

こ
れ
よ
り
二
年
後
に
な
さ
れ
た
、
ハ
ピ
ア
ン
と
の
問
答
に
お
い
て
、

春
日
、
理
與
二
天
主
一
有
二
前
後
一
乎
。
干
日
、
天
主
者
体
也
、
理
者
用
也
。

体
者
前
、
理
者
後
也
。
春
指
二
面
前
之
器
一
日
、
器
者
体
也
、
所
二
以
作
戸
器

者
理
也
。
然
則
理
者
前
、
而
天
主
者
後
也
。
干
不
レ
解
日
、
燈
者
体
也
、

光
者
理
也
。
春
日
、
所
二
以
火
為
戸
燈
者
理
也
。
光
者
非
し
理
也
、
唯
云
二
之

（
、
）

光
一
而
已
。

と
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
奉
す
る
絶
対
者
「
天
主
」
と
朱
子
学
に
い
う
「
理
」
と

ど
ち
ら
が
窮
極
的
存
在
で
あ
る
か
そ
の
前
後
に
つ
い
て
論
争
し
て
い
る
。
そ
し

て
「
天
主
」
は
「
体
」
（
形
体
）
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
「
所
以
」

で
あ
る
「
理
」
こ
そ
窮
極
な
る
も
の
で
あ
る
、
と
羅
山
は
主
張
し
て
い
る
。
そ

こ
に
は
、
陰
陽
と
別
次
元
の
存
在
で
あ
る
「
所
以
」
と
し
て
の
「
理
」
と
い

う
、
朱
子
的
な
「
理
」
の
考
え
方
が
あ
る
と
い
え
る
。

慶
長
期
の
羅
山
に
は
、
二
つ
の
理
気
の
考
え
方
が
見
ら
れ
た
。
異
端
批
判
に

お
い
て
主
に
見
ら
れ
た
、
現
存
在
の
「
所
以
」
（
存
在
の
根
拠
）
と
し
て
の

「
理
」
と
い
う
把
え
方
が
一
方
に
あ
り
、
他
方
そ
う
し
た
「
理
」
の
権
威
性
の

主
張
と
は
正
反
対
に
、
「
理
」
の
権
威
性
を
弱
め
、
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
な
く

し
て
し
ま
う
こ
と
に
通
じ
る
「
理
気
不
可
分
之
論
」
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し

か
し
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
こ
の
二
つ
の
理
気
を
め
ぐ
っ
て
の
考
え
方
は
、
彼

の
思
想
全
体
の
中
で
、
連
関
性
を
も
っ
て
把
え
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
い
え

ヲ
（
》
◎

ま
た
心
性
論
を
承
る
と
、
こ
の
時
期
「
悪
の
発
生
源
」
を
め
ぐ
っ
て
の
疑
問

が
存
し
て
い
た
。

性
即
理
也
、
天
下
無
二
性
外
之
物
一
。
理
無
二
不
善
一
、
故
孟
子
称
二
性
善
一
是

也
・
然
則
所
謂
悪
則
性
外
乎
性
内
乎
。
日
二
性
内
一
則
性
本
無
し
悪
、
悪
之
所
二

（
皿
）

自
出
一
之
本
源
果
其
何
虚
乎
。
是
先
儒
之
所
し
未
し
言
也
。
豈
易
レ
言
哉
。

人
は
「
理
」
（
善
）
を
心
の
内
に
「
性
」
と
し
て
具
有
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

性
即
理
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
天
地
万
物
は
各
々
「
理
」
を
内
包
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
天
下
に
性
外
の
も
の
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
悪
の
発
生
す
る
本

源
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
は
先
儒

が
未
だ
答
え
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
「
気
」
の
及
ぼ
す
作
用
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
配
慮
さ
れ
て
い
な
い

の
で
あ
り
、
い
わ
ば
理
（
善
）
一
元
的
な
立
場
が
表
明
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
立
場
に
立
つ
限
り
、
す
で
に
先
学
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
悪

の
発
生
を
弁
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
王
陽
明
が
理
気
潭
一
的
な

理
気
論
を
も
ち
つ
つ
も
、
悪
の
発
生
源
を
弁
証
す
る
た
め
に
、
朱
子
的
な
理
気

二
元
論
に
逆
も
ど
り
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
と
、
類
似
し
て
い
る
と
い
え

（
胆
）

る
。
羅
山
も
、
悪
の
発
生
を
弁
証
す
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
理
一
元
的
立
場

あ
る
い
は
理
気
不
可
分
之
論
を
、
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
先
述
し
た
理
気
論
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
慶
長
期
に
は
、

理
気
二
元
論
・
理
気
不
可
分
之
論
・
理
一
元
論
の
三
つ
の
考
え
文
が
、
相
互
に

一
二
一
ハ



関
連
づ
け
ら
れ
な
い
ま
ま
、
羅
山
の
う
ち
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

二
、
元
和
年
間
の
理
気
・
心
性
論

慶
長
の
末
か
ら
元
和
年
間
に
か
け
て
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
『
羅
山
文
集
」

（
咽
）

随
筆
三
・
四
に
は
、
前
項
に
み
ら
れ
た
理
気
・
心
性
論
の
問
題
が
記
さ
れ
て
い

ヲ
（
》
○

程
子
日
、
論
し
性
不
レ
論
し
気
不
レ
備
、
論
し
気
不
レ
論
し
性
不
レ
明
。
ニ
レ
之
則

不
し
是
。
古
今
論
二
理
気
一
者
多
突
。
未
し
有
二
過
し
焉
者
一
。
独
大
明
王
守
仁

（
Ｍ
）

日
、
理
者
気
之
條
理
、
気
者
理
之
運
用
。

ま
た
、

理
気
一
而
一
三
而
一
、
是
宋
儒
之
意
也
。
然
陽
明
子
日
、
理
者
気
之
條

理
、
気
者
理
之
運
用
。
由
し
之
思
レ
焉
則
彼
有
二
支
離
之
弊
一
。
由
二
後
学
一
起

則
右
之
二
語
不
レ
可
二
捨
レ
此
而
取
彦
彼
也
。
要
し
之
帰
二
乎
一
一
而
已
、
惟
心

（
鴫
）

之
謂
乎
。

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
羅
山
は
程
朱
に
お
け
る
理
気
を
分
け
て
二
物
と
す
る
説
に

対
し
て
は
、
「
支
離
之
弊
」
が
あ
る
と
し
て
批
判
し
、
一
方
程
子
の
理
気
を
一

と
す
る
説
に
は
賛
同
の
意
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
理
気
を
一
と
す
る
程
子

の
言
と
、
陽
明
の
理
気
の
言
と
を
両
立
さ
せ
て
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
の
理
気
不
可
分
之
論
は
、
程
子
の
言
と
陽
明
の

言
と
の
両
立
の
方
向
に
お
い
て
、
考
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
両
立
は
「
惟
心
之
謂
乎
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
心
」
の
次
元
に
お
い

て
理
気
の
不
可
分
の
論
を
考
え
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
未

だ
連
結
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
理
気
と
心
性
の
問
題
が
、
次
第
に
連
関
づ
け
ら
れ

て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

他
方
、
こ
う
し
た
理
気
不
可
分
論
と
と
も
に
、
そ
れ
と
は
異
な
っ
た
理
気
の

考
え
も
み
ら
れ
る
。

朱
文
公
云
、
太
極
理
也
、
陰
陽
気
也
、
按
動
生
し
陽
静
生
し
陰
、
其
理
元
来

固
有
故
也
。
凡
有
し
気
有
し
理
、
其
気
所
三
以
有
二
動
静
一
萬
古
如
レ
此
。
自
然

者
理
也
。
太
極
者
其
至
極
実
理
也
。
有
し
理
而
無
し
形
、
故
無
極
而
太
極
。

（
妬
）

先
儒
指
し
気
為
二
太
極
一
、
非
し
是
。

こ
こ
に
は
、
ハ
ピ
ア
ン
と
の
問
答
に
み
ら
れ
た
「
所
以
」
と
し
て
の
「
理
」
が

「
気
」
を
生
成
す
る
「
所
以
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
「
気
」
と
は
別
次
元
の
存
在

で
あ
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
至
極
実
理
」
で
あ
る

「
太
極
」
は
、
「
理
」
が
あ
っ
て
「
形
」
が
な
い
こ
と
で
あ
る
と
把
え
ら
れ
て

い
る
。
一
言
で
い
う
な
ら
、
朱
子
流
の
「
太
極
」
（
理
）
の
考
え
方
が
、
明
言

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
で
は
、
こ
う
し
た
「
太
極
」
の
理
解
は
、
い
か
な
る

こ
と
に
よ
り
生
じ
た
か
と
い
え
ば
、

猩
窩
先
生
告
し
余
日
、
無
極
而
太
極
言
二
無
し
形
有
戸
理
。
又
日
、
中
者
箇
理

之
異
名
也
。
余
聞
而
哨
然
。
其
後
読
二
儒
者
書
一
、
所
し
到
皆
有
二
破
竹
之

（
”
）

勢
一
。
鳴
呼
快
哉
。

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
猩
窩
の
提
言
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
、

先
に
述
べ
た
「
心
」
の
し
、
ヘ
ル
に
お
け
る
理
気
不
可
分
之
論
と
、
こ
の
「
太

極
」
の
考
え
方
が
、
い
か
な
る
関
連
性
を
も
っ
て
把
え
ら
れ
て
い
た
か
は
、
明

ら
か
で
な
い
。
た
だ
、
生
成
論
的
立
場
か
ら
は
、
「
太
極
」
の
考
え
方
が
、

「
心
」
の
問
題
と
し
て
は
理
気
不
可
分
之
論
が
、
別
個
に
説
か
れ
て
い
る
と
い

』
え
、
よ
ア
ワ
Ｏ

さ
て
一
方
、
心
性
論
に
お
け
る
悪
の
発
生
源
の
問
題
は
ど
う
か
。

天
地
万
物
自
レ
理
出
、
然
則
悪
亦
自
二
理
中
一
出
来
乎
。
理
者
善
而
已
。
易

七



嘗
有
レ
悪
来
。
然
則
悪
之
所
し
出
果
何
哉
。
我
心
知
所
謂
悪
是
何
心
哉
。

（
肥
）

於
レ
是
性
善
誠
可
レ
見
也
。
然
非
二
大
賢
者
一
即
不
レ
能
二
共
語
ア
此
。

と
、
前
項
で
ゑ
た
と
同
じ
く
、
悪
の
発
生
源
の
問
題
を
記
し
て
い
る
。
す
で
に

述
べ
た
ご
と
く
、
単
一
的
な
理
一
元
の
論
が
故
に
出
て
く
る
問
題
で
あ
り
、
こ

の
解
決
に
は
理
気
二
元
論
に
基
づ
い
た
心
性
論
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
こ
そ
悪
の
発
生
が
弁
証
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
羅
山
に
は
そ
う

し
た
言
説
も
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

性
有
二
天
命
一
有
二
気
質
一
。
天
命
之
性
本
善
無
し
悪
。
孔
子
所
し
云
継
レ
之
者

善
也
。
子
思
所
謂
天
命
、
孟
子
所
謂
性
善
称
二
堯
舜
一
、
是
也
。
気
質
之
性

有
し
善
又
有
し
悪
。
孔
子
所
謂
性
相
近
是
也
。
雌
し
然
、
善
学
則
変
二
化
気
質
一

（
四
）

可
二
以
為
諺
善
。
故
横
渠
日
、
気
質
之
性
君
子
不
し
性
焉
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、
心
Ⅱ
善
一
元
と
は
異
な
る
性
の
二
元
の
考
え
方
で
あ

る
。
天
命
の
性
は
善
の
み
、
気
質
の
性
は
善
悪
混
有
と
さ
れ
、
善
く
学
ぶ
こ
と

を
通
じ
て
気
質
の
性
を
変
じ
て
、
天
命
の
性
に
復
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て

（
別
）

い
る
。朱

子
の
理
気
二
元
論
は
、
心
に
即
し
て
述
べ
ら
れ
る
際
に
は
性
・
情
の
二
層

が
心
に
存
す
る
と
さ
れ
、
ま
た
性
に
即
し
て
説
か
れ
る
と
、
本
然
の
性
と
気
質

の
性
が
あ
る
と
し
て
説
明
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
考
え
る
な

ら
ば
、
羅
山
の
こ
の
性
の
把
え
方
を
理
気
論
に
ま
で
押
し
進
め
れ
ば
、
理
気
二

元
論
と
な
っ
て
表
わ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
言
に
よ
っ
て
み
る
な

ら
《
悪
の
発
生
に
つ
い
て
の
疑
問
は
、
一
つ
の
定
論
に
達
し
解
決
さ
れ
た
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。

へ
狐
）

一
方
、
こ
の
時
期
の
羅
山
の
仮
名
書
き
の
抄
物
を
検
討
し
て
み
る
と
、

混
沌
未
分
以
前
、
陰
ト
モ
陽
ト
モ
不
し
分
ト
キ
ノ
太
極
ノ
理
ヲ
指
テ
、
天

（
”
）

ト
云
フ
ナ
リ
。

と
、
陰
陽
未
分
以
前
の
「
太
極
」
（
理
）
の
存
在
が
説
か
れ
、

サ
テ
此
天
力
萬
物
ヲ
生
シ
テ
、
其
レ
ノ
、
三
理
ヲ
賦
与
セ
ラ
ル
、
ゾ
。

人
物
各
其
賦
与
セ
ラ
ル
、
理
ヲ
（
中
略
）
性
ト
云
う
ソ
。
性
〈
何
一
一
ヨ
ッ

テ
名
ヲ
ウ
ル
ナ
レ
ハ
、
天
下
ノ
人
ヲ
生
ス
ル
’
一
気
ヲ
ア
タ
ヘ
テ
形
ヲ
ナ

（
羽
）

シ
、
是
二
賦
レ
理
性
ト
ナ
ス
ソ
。

と
言
わ
れ
る
。
ま
た

（
鯉
）

心
ト
性
卜
〈
分
ア
ル
也
。
霊
ナ
ル
カ
タ
ハ
心
ナ
リ
。
実
ナ
ル
方
〈
性
也
。

と
、
心
と
性
と
の
区
別
が
述
べ
ら
れ
、
一
方
、

天
理
ノ
性
〈
専
ラ
理
ヲ
指
ノ
云
・
気
質
ノ
性
〈
理
気
ヲ
兼
タ
リ
ト
云
へ

（
お
）

リ
。
サ
レ
バ
気
質
二
不
同
力
有
也
。

と
、
性
の
二
元
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
言
に
よ
れ
ば
、
羅
山
は
朱
子
的

な
理
気
・
心
性
論
に
立
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
以
上
の
引
用
は
『
四
書
集
註

抄
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
は
朱
子
の
言
説
を
説
明
す

る
が
た
め
で
あ
る
か
ら
、
羅
山
自
身
の
思
想
の
あ
り
方
は
別
で
あ
る
と
の
解
釈

も
成
り
立
つ
。
そ
こ
で
、
元
和
六
年
に
書
か
れ
た
『
盾
言
抄
を
』
承
る
と
、

道
ヲ
得
テ
心
二
ウ
シ
ナ
ハ
サ
ル
ヲ
明
徳
卜
名
ク
、
此
五
ツ
ノ
道
（
五
倫
）

其
々
ノ
理
一
一
ア
タ
リ
テ
至
極
ス
ル
虚
ヲ
中
庸
ト
名
ク
、
其
レ
ヲ
具
ス
ル
者

（
”
）

ヲ
心
ト
名
ク
。

と
、
道
・
明
徳
・
理
・
中
庸
・
性
・
心
を
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

孟
子
二
気
ヲ
養
フ
ト
イ
ヒ
、
性
ヲ
養
フ
ト
イ
ヒ
、
心
ヲ
養
フ
ト
イ
ヒ
、
合

セ
テ
見
レ
〈
、
気
モ
理
ヨ
リ
生
ス
。
能
ク
気
ヲ
養
う
事
〈
、
性
ヲ
養
フ
ニ

ア
リ
。
理
〈
心
一
一
ソ
ナ
ハ
ル
故
二
、
能
性
ヲ
養
う
事
〈
、
心
ヲ
養
フ
ニ
ァ

（
”
）

Ⅲ
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と
説
い
て
い
る
。
心
が
理
と
気
と
を
合
わ
せ
て
い
る
が
故
に
、
理
（
性
）
・
気

を
養
う
こ
と
は
、
心
を
養
う
こ
と
に
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。

さ
て
以
上
検
討
し
て
き
た
元
和
期
の
羅
山
の
理
気
・
心
性
論
の
展
開
を
ま
と

め
て
ゑ
る
。
理
気
の
関
係
だ
け
を
問
題
に
し
た
場
合
に
は
、
程
子
の
理
気
不
可

分
の
考
え
方
と
、
陽
明
の
理
気
論
と
を
両
立
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
た
と
い
え

る
。
そ
し
て
、
理
気
不
可
分
を
「
心
」
の
し
。
ヘ
ル
に
お
い
て
把
え
よ
う
と
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
太
極
」
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
は
、
朱
子
的
な
理
気

二
元
論
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
理
気
に
関

す
る
考
え
方
は
、
理
気
論
の
中
に
お
い
て
は
未
だ
連
関
性
を
有
し
て
い
な
い
の

で
あ
る
。
他
方
、
理
（
善
）
一
元
論
の
立
場
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
悪
の
発
生

源
の
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
心
性
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
そ
れ
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
理
気
二
元
論
に
基
づ
い
て
「
性
即
理
」
「
心
統
性
情
」
と

い
っ
た
説
も
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
。
以
上
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
陽

明
的
な
理
気
潭
一
の
考
え
方
、
あ
る
い
は
理
一
元
で
は
悪
の
発
生
が
弁
証
で
き

な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
心
の
構
造
を
め
ぐ
っ
て
は
、
善
と
悪
と
の
二
元
的

考
え
方
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
、
善
と
悪
の
二
元
的
考
え
方
は
、
心
性

論
に
お
い
て
は
性
（
理
）
と
情
（
理
気
）
、
天
命
の
性
と
気
質
の
性
と
い
う
二

元
論
と
な
り
、
ま
た
理
気
論
に
反
映
さ
れ
る
と
そ
れ
は
理
気
二
元
論
と
な
っ
て

（
犯
）

表
わ
さ
れ
る
に
至
る
と
い
え
る
。
元
和
年
間
の
心
性
論
は
、
慶
長
期
に
は
み
ら

れ
な
か
っ
た
二
元
的
な
構
造
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
慶
長
以
来
の

陽
明
的
な
理
気
の
考
え
方
は
、
心
性
論
の
側
か
ら
次
第
に
壊
さ
れ
て
い
く
の
で

あ
る
と
い
え
る
。

三
、
寛
永
期
以
降
の
理
気
・
心
性
論

『
天
命
図
説
賊
』
（
元
和
七
年
）
『
四
書
賊
』
（
元
和
八
年
）
に
続
い
て
、

寛
永
年
間
に
は
仮
名
抄
物
の
『
三
徳
抄
』
『
春
鑑
抄
』
そ
し
て
『
性
理
字
義
諺

解
』
（
寛
永
十
六
年
）
『
恕
靖
百
問
』
（
寛
永
十
七
年
）
等
が
書
か
れ
て
い
る
。

前
の
二
つ
の
賊
は
す
で
に
石
田
一
良
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
朱
子
の

立
場
に
立
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
項
で
は
、
後
の
四
篇
を
中
心
に

（
”
）

検
討
を
す
す
め
る
。

寛
永
十
七
年
の
『
恕
靖
百
問
』
は
二
人
の
息
子
に
百
問
の
課
題
を
出
し
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
今
ま
で
述
べ
て
き
た
理
気
・
心
性
を
め
ぐ
る
問
も
含

ま
れ
て
い
る
。
石
田
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
五
十
八
歳
の
羅
山
が
（
中

略
）
自
分
の
年
若
い
子
供
た
ち
に
勉
強
用
の
課
題
を
与
え
る
と
き
、
自
分
の
答

へ
釦
）

え
得
な
い
問
題
を
出
す
筈
が
な
い
。
」
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
に

お
い
て
理
気
・
心
性
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
、
羅
山
は
一
つ
の
定
論
に
達
し

て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
定
論
と
は
ど
の
よ
う
な
内

容
を
も
つ
も
の
か
。
ま
ず
『
三
徳
抄
』
を
み
る
と
、
理
気
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

天
地
上
ラ
ヶ
ザ
ル
サ
キ
モ
、
開
ケ
テ
后
モ
、
イ
ッ
モ
常
ニ
ァ
ル
理
ヲ
太
極

ト
名
ヅ
ク
。
此
太
極
ウ
ゴ
イ
テ
陽
ヲ
生
ジ
、
静
ニ
シ
テ
陰
ヲ
生
ズ
、
此
陰

（
瓠
）

陽
〈
元
一
気
ナ
レ
共
、
ワ
カ
レ
テ
ニ
ッ
ト
ナ
ル
ナ
リ
。

こ
れ
は
．
陰
一
陽
之
謂
レ
道
、
継
レ
之
者
善
也
、
成
し
之
者
性
也
」
と
い
う
『
周

易
』
の
言
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
天
地
万
物
に
先
立
っ

て
存
在
す
る
理
（
太
極
）
の
考
え
方
が
、
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
に
続
け

九



此
理
ト
気
ト
相
ア
フ
テ
、
形
ノ
主
タ
ル
モ
ノ
ヲ
心
ト
名
ヅ
ク
。
（
中
略
）

気
ヲ
ウ
ヶ
テ
形
ヲ
ナ
セ
パ
、
形
ニ
ッ
イ
テ
、
私
モ
ァ
リ
、
欲
モ
ァ
リ
。
悪

（
鉈
）

モ
出
来
ス
ル
也
。

と
述
べ
、
心
は
理
と
気
と
を
含
ゑ
形
の
主
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
気
を
有
す

る
故
に
悪
が
発
生
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
、
理
一
元
（
善
一
元
）
の
立
場

で
は
な
く
、
悪
を
否
定
的
に
含
む
性
善
説
の
立
場
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
一
方

四
端
七
情
に
つ
い
て
も
、

人
ノ
心
〈
只
道
理
マ
デ
ニ
テ
ァ
ル
ュ
へ
’
一
、
仁
義
礼
智
ハ
コ
ノ
理
ヨ
リ
出

ル
ナ
リ
。
気
一
天
善
悪
ア
ル
エ
ヘ
’
一
七
情
出
来
ス
ル
ナ
リ
。
七
情
一
天
善

（
調
）

ト
悪
ト
ア
リ
。
四
端
一
天
善
バ
カ
リ
ニ
シ
テ
悪
ナ
シ
。

と
、
朱
子
の
四
端
七
情
の
考
え
方
に
立
脚
し
て
説
い
て
い
る
。
こ
の
様
に
、
万

物
の
発
生
を
本
原
的
に
説
い
て
い
る
際
に
は
、
理
先
気
後
が
主
張
さ
れ
る
。
そ

し
て
、
人
の
心
性
は
こ
の
理
気
二
元
論
に
基
づ
い
て
説
明
さ
れ
、
「
心
統
性

情
」
「
性
即
理
」
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
理
と
気
と
の
関
係
が
存
在
論
と
し
て
説
か
れ
る
場
合
、
理
気
相
即
が

主
張
さ
れ
る
。

道
理
バ
カ
リ
沙
汰
ヲ
シ
テ
、
気
卜
云
モ
ノ
ヲ
弁
へ
ザ
レ
バ
、
道
理
ソ
ナ
ハ

リ
ガ
タ
シ
、
気
バ
カ
リ
沙
汰
ヲ
シ
テ
、
道
理
ヲ
知
ラ
ザ
レ
バ
、
万
事
ガ
分

明
ナ
ラ
ズ
。
（
中
略
）
ヨ
ク
ワ
ヶ
テ
見
テ
ニ
ッ
ナ
キ
所
ヲ
シ
リ
、
叉
一
ツ

ー
合
セ
テ
其
ス
ヂ
メ
ノ
マ
ギ
レ
ザ
ル
所
ヲ
シ
ラ
バ
、
理
卜
気
ト
ノ
エ
夫
ア

ヘ
弧
）

ル
ペ
シ
。

こ
れ
は
「
論
し
性
不
レ
論
し
気
不
レ
備
、
論
し
気
不
レ
論
し
性
不
レ
明
、
ニ
レ
之
則
不
し

是
」
と
い
う
、
程
子
の
言
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
の
程
子
の
言
は
、

程
朱
の
理
気
の
言
説
の
中
で
は
最
も
良
い
と
さ
れ
、
陽
明
の
「
理
者
気
之
條

理
、
気
者
理
之
運
用
」
と
、
両
立
さ
せ
て
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
こ
こ
で
は
陽
明
の
言
と
の
両
立
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
何
故
か
。

寛
永
十
三
年
の
朝
鮮
国
使
と
の
筆
談
の
中
に
お
い
て
、

其
分
一
一
理
気
一
、
則
日
二
太
極
理
也
陰
陽
気
也
一
、
而
不
レ
能
二
合
一
一
、
則
其

弊
至
二
於
支
離
一
歎
。
合
二
理
気
一
則
日
、
理
者
気
之
條
理
也
、
気
者
理
之
運

用
也
、
而
不
レ
澤
二
善
悪
一
、
則
其
弊
至
二
蕩
蕩
一
歎
。
方
寸
之
内
、
所
し
当
二

（
鍋
）

明
弁
一
也
、
大
升
所
し
問
如
何
。

と
羅
山
は
質
問
し
て
い
る
。
理
気
を
二
物
と
し
て
分
け
た
ま
ま
で
、
一
元
に
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
な
ら
、
そ
の
弊
は
支
離
に
流
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
は

反
対
に
陽
明
の
理
気
潭
一
の
考
え
方
は
、
善
悪
の
起
源
を
区
別
で
き
な
い
の
で

そ
の
弊
は
蕩
々
に
流
れ
る
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
言
か
ら
す
る
な
ら
ば

寛
永
年
間
の
羅
山
は
、
理
気
を
二
物
と
考
え
る
程
朱
の
言
に
不
満
を
も
っ
て
い

た
も
の
の
、
他
方
陽
明
の
よ
う
な
理
気
の
考
え
に
対
し
て
も
、
道
徳
的
視
点
か

ら
批
判
す
る
立
場
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
寛
永
十
六
年
に
書
い

た
『
性
理
字
義
諺
解
』
道
の
条
、
「
論
二
聖
賢
言
し
道
之
旨
一
」
の
項
に
お
い
て
、

陳
北
溪
の
本
文
に
続
い
て
、
次
の
コ
メ
ン
ト
を
記
し
て
い
る
。

即
二
理
ア
レ
ハ
、
即
気
ア
リ
。
僅
二
気
ア
レ
ハ
即
理
ア
リ
。
理
気
〈
同
ク

ア
リ
、
形
ア
レ
ハ
影
ア
ル
カ
如
シ
。
今
日
形
ア
リ
テ
明
日
影
ア
ル
ト
云
へ

カ
ラ
ス
。
是
理
気
ノ
弁
ナ
リ
。
明
朝
ノ
王
陽
明
力
、
理
〈
気
ノ
条
理
ナ

リ
、
気
〈
理
ノ
運
用
ナ
リ
ト
云
力
如
キ
ー
至
テ
ハ
、
宋
儒
ノ
説
一
一
異
ナ

祁
叩
ソ
。

と
述
べ
て
い
る
。
「
理
気
ノ
弁
」
と
は
「
理
気
同
ク
ァ
リ
」
と
い
う
こ
と
、
す

な
わ
ち
理
と
気
の
同
時
存
在
（
先
後
な
し
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
宋

儒
ノ
説
」
と
陽
明
の
説
と
は
、
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
言
は
、
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慶
長
期
の
二
者
の
両
立
を
志
向
し
た
言
と
は
、
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。
先

の
朝
鮮
使
節
と
の
談
と
合
わ
せ
考
え
る
な
ら
ば
、
両
者
の
両
立
を
断
念
し
、
程

朱
学
の
わ
く
内
で
理
気
不
可
分
之
論
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

確
か
に
、
陽
明
的
な
理
気
潭
一
の
考
え
方
は
、
善
悪
と
も
に
天
理
で
あ
る
こ

と
に
な
り
、
悪
の
発
生
に
対
し
て
明
確
な
解
答
を
提
出
で
き
な
い
。
そ
の
意
味

に
お
い
て
、
羅
山
が
「
不
し
澤
二
善
悪
一
、
則
弊
至
二
蕩
蕩
一
嗽
」
と
批
判
し
て
い

る
の
は
、
正
し
い
指
摘
と
い
え
る
。
善
悪
の
発
生
を
弁
ず
る
際
に
は
、
理
気
の

二
元
論
が
前
提
と
な
る
。
す
な
わ
ち

親
二
孝
行
ヲ
ス
ル
ハ
心
ノ
理
ナ
リ
。
若
叉
親
ニ
イ
カ
リ
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
ハ
、（妬

）

是
血
気
ノ
私
ナ
リ
。
是
一
一
ヨ
ッ
テ
理
ト
気
ト
ノ
差
別
ヲ
知
ル
・
ヘ
キ
ナ
リ
。

と
言
わ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
様
に
理
と
気
と
を
決
し
て
二
物
と

し
て
し
ま
う
と
、
理
気
よ
り
成
る
心
は
分
裂
し
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
「
支
離
の
弊
」
を
あ
ら
た
め
る
が
た
め
、
理
気
の
相
即
不
離
が
主
張
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

シ
カ
レ
ド
モ
理
ト
気
ト
ハ
フ
タ
ッ
ナ
レ
ド
モ
、
気
ア
レ
バ
必
ズ
理
ア
リ
。

気
ナ
ヶ
レ
バ
理
ノ
ヤ
ド
ル
ベ
キ
ト
コ
ロ
ナ
シ
。
理
〈
形
ナ
キ
ュ
ヘ
ナ
レ
バ

也
。
（
中
略
）
理
ヲ
ヨ
ク
ウ
ゴ
カ
ス
モ
ノ
〈
気
ナ
リ
。
気
ヲ
ヨ
ク
乱
ラ
ザ

ル
モ
ノ
ハ
理
ナ
リ
。
此
二
シ
ノ
モ
ノ
ハ
タ
シ
テ
心
ト
ナ
ル
事
ヲ
知
ル
ト
キ

（
”
）

ハ
、
心
ヨ
リ
気
ヲ
用
ル
ャ
ウ
ニ
エ
夫
ア
ル
。
ヘ
シ
。

と
、
理
気
の
相
即
不
離
が
「
心
」
に
お
い
て
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
気
の
動
き

の
み
で
は
秩
序
が
な
く
、
理
は
そ
れ
自
身
で
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
二
つ
を
合

わ
せ
て
「
心
」
と
し
て
、
初
め
て
正
し
く
動
く
主
体
が
成
立
す
る
。
そ
し
て
、

こ
の
主
体
で
あ
る
「
心
」
に
よ
り
「
気
」
を
コ
ン
ト
コ
ー
ル
す
る
こ
と
が
説
か

れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
寛
永
年
間
以
降
の
羅
山
の
理
気
・
心
性
論
は
、
次
の
よ

う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
か
つ
て
試
み
ら
れ
た
程
朱
と
陽
明
理
気
論
と
の
両
立
は

断
念
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、
理
と
気
と
の
二
元
論
を
前
提
と
し
、
程
朱

の
わ
く
内
に
お
い
て
理
気
不
可
分
之
論
が
強
調
さ
れ
る
。
で
は
、
完
成
さ
れ
た

羅
山
の
理
気
・
心
性
論
は
、
ど
の
よ
う
な
構
造
を
も
っ
て
い
た
の
か
。
ま
ず
、

形
な
く
し
て
理
が
あ
る
と
さ
れ
る
「
無
極
而
太
極
」
の
存
在
。
こ
れ
は
理
先
気

後
の
論
で
あ
る
。
そ
し
て
、
理
と
気
と
が
合
わ
さ
り
相
即
不
離
の
「
心
」
と
い

う
存
在
、
こ
れ
が
理
気
不
可
分
之
論
で
あ
る
。
第
三
に
、
形
を
有
す
る
「
気
」

と
い
う
存
在
。
こ
の
三
つ
の
存
在
の
仕
方
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
生
成
論
的
観
点
か
ら
は
、
理
先
気
後
が
述
べ
ら
れ
、
存
在
論
と
し
て
は
理

気
不
可
分
之
論
が
説
か
れ
、
実
践
の
観
点
か
ら
は
、
「
心
」
に
よ
り
「
気
」
を

制
す
る
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
る
。
で
は
、
羅
山
に
あ
っ
て
は
ど
こ
に
力
点
が
お

か
れ
て
説
か
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
理
気
不
可
分
之
論
で
あ
る
と
い

え
る
。慶

長
期
、
羅
山
は
朱
子
の
意
に
戻
る
と
し
て
理
気
不
可
分
之
論
を
説
え
た
が

そ
れ
以
降
彼
の
論
は
意
味
内
容
を
次
第
に
変
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

四
、
神
道
論
に
お
け
る
理
気
・
心
性
論

儒
書
ヲ
以
神
書
ヲ
解
時
〈
、
道
理
分
明
也
、
聖
人
設
ダ
ル
神
道
〈
即
王
道

（
詔
）

ナ
ル
ユ
ヘ
ナ
リ
。

羅
山
の
唱
え
た
理
当
心
地
神
道
は
、
神
書
を
儒
者
の
立
場
よ
り
解
釈
し
た
も
の

で
あ
り
、
そ
こ
に
は
羅
山
の
理
気
・
心
性
論
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
そ
の

「
神
」
の
観
念
を
み
る
と
、

形
ナ
シ
ト
云
ト
モ
、
其
ア
ル
モ
ノ
ハ
気
ナ
リ
。
気
ノ
霊
ナ
ル
ヲ
指
テ
神
卜
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（
調
）

申
也
。

（
扣
）

神
〈
天
地
之
霊
也
。

（
似
）

今
按
ス
ル
’
一
天
神
七
代
〈
一
気
運
動
ノ
次
第
ヲ
以
テ
云
刀
也
。

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
神
は
「
気
ノ
霊
」
な
る
も
の
、
「
形
」
を
有
し
な
い
も

の
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
気
の
有
す
る
純
正
に
し
て
霊
妙
な
働
き
を
指
し
て
、

神
と
し
て
い
る
。
ま
た
一
方
に
お
い
て
は
、

神
〈
天
地
ノ
根
、
万
物
ノ
体
、
（
中
略
）
空
ニ
ヒ
ト
シ
ク
シ
テ
不
し
空
、
虚

（
“
）

ニ
シ
テ
霊
、
是
ヲ
無
色
無
形
ノ
神
卜
云
、
叉
無
始
無
終
ノ
理
ト
モ
云
。

と
、
神
が
「
無
始
無
終
ノ
理
」
す
な
わ
ち
「
太
極
」
と
し
て
把
え
ら
れ
て
い

る
。
で
は
、
神
は
理
気
ど
ち
ら
な
の
か
、
天
神
第
一
代
の
国
常
立
尊
は
、

（
“
）

陰
陽
不
し
分
先
ヲ
混
沌
ト
云
、
一
気
也
。

そ
し
て混

沌
二
気
ノ
マ
ロ
キ
ヲ
云
、
（
中
略
）
其
中
二
神
霊
ノ
理
自
在
テ
未
ダ

不
し
現
。
其
分
開
ク
ル
’
一
及
デ
天
地
ノ
間
二
万
物
生
ズ
、
（
中
略
）
又
人
ノ

心
ニ
タ
ト
ュ
レ
バ
、
マ
ド
カ
ナ
ル
理
ノ
中
二
、
動
卜
静
ト
ヲ
合
テ
念
リ
ョ

（
“
）

未
し
芽
〈
、
コ
ン
ト
ン
也
。

と
、
．
気
」
あ
る
い
は
コ
ド
カ
ナ
ル
理
」
と
言
わ
れ
る
混
沌
の
中
に
存
し

て
い
る
、
「
神
霊
ノ
理
」
が
天
地
開
關
の
際
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
が
、
国
常
立

尊
と
さ
れ
る
。

（
幅
）

天
地
開
時
ノ
神
ヲ
国
常
立
尊
卜
申
、
天
神
七
代
ノ
第
一
也
。

あ
る
い
は

（
妬
）

国
常
立
〈
元
気
ノ
神
一
一
テ
陰
陽
ヲ
フ
ク
メ
リ
。

と
、
国
常
立
尊
は
陰
陽
を
そ
の
中
に
含
む
「
元
気
ノ
神
」
と
も
言
わ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
理
と
気
と
を
合
せ
含
む
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
神
も
理
気
を
あ
わ
せ
も
つ
も
の
と
し
て
、
両
面
か
ら
述

べ
ら
れ
る
。

神
〈
形
ナ
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
霊
ア
リ
。
気
ノ
ナ
ス
故
也
。
一
気
ノ
萌
シ
テ
後

（
”
）

モ
、
此
理
本
ヨ
リ
有
テ
、
音
モ
ナ
ク
ニ
ホ
イ
モ
ナ
シ
。

す
な
わ
ち
、
神
が
そ
の
霊
妙
な
る
働
き
の
面
か
ら
把
え
ら
れ
る
と
「
気
」
と
い

わ
れ
、
そ
の
無
色
無
形
・
無
始
無
終
の
面
か
ら
述
べ
ら
れ
る
と
、
理
（
太
極
）

と
同
じ
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
理
気
を
合
せ
も
つ
神

を
生
成
す
る
根
拠
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、
「
理
」
（
神
の
理
）
で
あ

ろ
う
。
先
の
文
に
つ
づ
け
、

キ
ヲ
生
、
神
ヲ
生
ズ
ル
イ
ハ
レ
ハ
即
是
理
也
。
真
実
一
一
シ
テ
ァ
ラ
ュ
ル
事

（
帆
）

ノ
根
源
也
。

と
説
か
れ
る
。
ま
た
、

〈
ぬ
）

神
道
ハ
即
理
也
、
万
物
〈
理
ノ
外
一
一
ア
ラ
ズ
。

と
、
神
の
生
成
の
根
拠
と
し
て
の
「
理
」
（
神
の
理
）
が
、
「
神
道
」
と
考
え

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
神
の
観
念
と
人
の
「
心
」
と
は
、
い
か
な
る
関
係
と
し
て

把
え
ら
れ
て
い
た
の
か
、

神
〈
心
ノ
霊
也
、
心
〈
形
ナ
ヶ
レ
ド
モ
生
テ
有
物
ヲ
霊
ト
モ
妙
ト
モ
云

也
。
（
中
略
）
心
二
霊
ナ
ク
パ
イ
カ
ン
ゾ
時
ニ
ァ
タ
リ
テ
俄
二
顕
ン
ャ
、

本
心
〈
色
モ
ナ
ク
形
モ
ナ
ヶ
レ
ド
モ
、
元
来
キ
ッ
カ
ト
ァ
ル
道
理
ヲ
神
霊

（
卵
）

妙
卜
申
也
。

と
、
「
神
」
が
人
の
「
心
」
に
存
す
る
こ
と
が
、
理
と
気
と
の
二
面
か
ら
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
心
の
霊
妙
な
働
き
と
、
神
の
霊
妙
な
働
き
と
が
同
一
視
さ
れ
、

そ
れ
は
神
の
も
の
が
人
の
心
の
内
に
入
っ
た
と
説
か
れ
、
「
神
〈
心
ノ
霊
」
と
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述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
本
心
が
形
な
く
ま
た
色
も
な
い
点
は
、
理
の
面

か
ら
把
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
人
の
心
の
動
静
の
働
き
が
、
天
地
開
關
と
比
較
対
応
し
て
述
べ
ら
れ

ヲ
（
》
Ｏ

既
二
動
発
テ
種
々
ノ
思
う
事
多
出
来
〈
、
天
地
開
万
物
生
二
似
タ
リ
。
神

〈
未
分
ノ
内
ヨ
リ
備
テ
、
開
關
ノ
後
ニ
ァ
ラ
ハ
ル
故
二
、
始
モ
ナ
ク
終
モ

（
団
）

ナ
シ
。
人
心
モ
同
理
也
。
静
ニ
シ
テ
虚
ナ
レ
パ
、
今
日
モ
混
沌
未
分
也
。

人
の
心
が
静
の
状
態
で
あ
り
、
そ
の
内
に
動
静
を
含
ん
で
い
る
の
は
、
混
沌
の

内
に
神
が
備
っ
て
い
る
状
態
と
同
一
と
さ
れ
る
。
心
の
内
に
様
々
な
思
慮
が
発

出
す
る
こ
と
は
、
未
分
の
内
に
あ
っ
た
神
が
現
出
す
る
こ
と
に
類
比
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
考
え
方
が
成
立
す
る
の
は

（
魂
）

天
地
人
ヲ
貫
モ
ノ
〈
神
道
也
。

と
さ
れ理

当
心
地
神
道
、
此
神
道
即
王
道
也
。
心
ノ
外
二
別
ノ
神
ナ
ク
別
ノ
理
ナ

（
銅
）

シ
・

と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
人
と
神
と
は

（
別
）

形
有
ヲ
人
卜
云
、
形
ナ
キ
ヲ
神
卜
云
、

の
違
い
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
人
の
身
も

国
常
立
尊
二
切
諸
神
ノ
根
本
也
、
一
而
無
し
形
有
し
霊
、
一
切
ノ
人
ニ
モ

（
弱
）

此
神
ノ
気
ヲ
不
し
受
云
事
ナ
シ
。

な
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
気
ば
か
り
で
な
く

（
髄
）

心
ノ
中
一
一
ア
ラ
ュ
ル
理
ヲ
ソ
ナ
ヘ
タ
ル
ヲ
理
当
ト
云
ナ
リ
。

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
理
を
も
心
の
内
に
有
し
て
い
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
羅
山
の
神
道
論
に
お
け
る
理
気
・
心
性
論
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ

う
に
考
え
ら
れ
る
。
「
神
」
は
理
と
気
と
を
含
む
も
の
と
さ
れ
、
ま
た
こ
の
神

は
人
の
心
に
宿
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
「
心
」
も
神
の
理
と
気
か
ら
な
る
。
こ
う

し
た
「
神
」
や
「
人
」
を
生
成
す
る
根
拠
と
し
て
「
神
の
理
」
が
説
か
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
「
神
道
」
と
も
言
い
か
え
ら
れ
、
天
地
人
を
貫
き
、
天
地
未
分
以

前
よ
り
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
人
は
そ
の
身
に
、
神
の
気
を
受

け
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
神
と
比
較
し
た
ら
形
を
有
す
る
点
で
異
な
る

と
さ
れ
る
。
さ
て
、
神
道
論
に
見
ら
れ
た
右
の
三
つ
の
存
在
は
、
前
項
で
述
べ

た
理
気
・
心
性
論
の
構
造
と
、
対
応
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
「
神
」
は
理

気
不
可
分
の
「
心
」
と
、
「
神
の
理
」
は
「
無
極
而
太
極
」
と
、
「
人
」
は

「
気
」
（
形
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
羅
山
に
お
い
て
は
、
ど
こ
に
主
張
の
中
心
が
あ
っ
た
の
か
。
羅
山
は

神
代
紀
に
ゑ
ら
れ
る
日
本
の
神
々
の
生
成
を
気
の
相
生
相
剋
変
化
集
散
に
よ
り

説
明
し
た
上
で
、
天
地
開
關
以
前
に
「
神
の
理
」
が
あ
り
、
そ
れ
が
故
に
神
々

の
生
成
が
あ
っ
た
と
説
明
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
神
の
理
」
は
「
無
極
而
太

極
」
と
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
記
し
て
い
る
、

陰
陽
五
行
ノ
相
生
相
剋
変
化
雲
散
ス
ル
処
ヲ
以
、
天
神
地
神
十
二
代
ヲ
推

ノ
察
ス
ヘ
シ
。
モ
シ
理
ヲ
以
テ
無
極
而
太
極
卜
云
１
ヲ
云
〈
寺
、
理
ノ
有

（
駒
）

処
気
オ
ノ
ッ
カ
ラ
備
ル
。
是
ハ
タ
ャ
ス
ク
筆
舌
二
述
カ
タ
シ
。

「
気
」
と
は
別
次
元
の
あ
り
方
を
す
る
「
無
極
而
太
極
」
（
理
）
に
、
本
来

的
に
「
気
」
が
備
わ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
「
タ
ャ
ス
ク
筆
舌
二
述
カ

タ
シ
」
と
記
す
が
、
こ
れ
は
朱
子
流
の
解
釈
で
は
そ
う
は
理
解
で
き
な
い
が
、

し
か
し
理
気
相
即
の
「
神
」
の
本
源
は
や
は
り
理
気
相
即
で
な
け
れ
ば
お
か
し

い
と
す
る
、
羅
山
の
考
え
方
か
ら
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
言
を
も
っ
て
し

て
も
、
理
気
不
可
分
の
考
え
方
が
、
い
か
に
羅
山
に
お
い
て
強
か
っ
た
か
が
わ
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結
び

慶
長
年
間
に
お
い
て
程
朱
の
理
気
論
に
は
定
論
が
な
い
と
し
て
、
そ
の
定
論

を
理
気
不
可
分
之
論
に
求
め
、
陽
明
理
気
論
に
ま
で
押
し
進
め
た
。
こ
の
理
気

不
可
分
之
論
は
、
次
第
に
内
容
を
変
え
、
元
和
年
間
に
は
程
子
の
理
気
論
と
陽

明
の
理
気
論
と
の
両
立
が
志
向
さ
れ
、
寛
永
年
間
に
至
っ
て
、
は
っ
き
り
と
程

朱
の
ワ
ク
内
に
お
い
て
、
「
神
」
「
心
」
に
お
け
る
理
気
不
可
分
之
論
の
主
張
と

い
う
定
論
に
い
き
つ
い
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
完
成
さ
れ
た
羅
山
の
理
気
・

心
性
論
は
、
朱
子
的
な
理
気
二
元
論
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
「
心
」
「
神
」
に

お
け
る
理
気
の
相
即
不
離
（
不
可
分
）
を
中
心
と
し
て
強
調
す
る
点
に
、
そ
の

特
徴
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
理
気
不
可
分
の
考
え
方
が
「
太
極
」
の
理

解
に
も
ち
こ
ま
れ
る
時
、
「
太
極
」
も
理
気
相
即
不
離
（
不
可
分
）
の
も
の
と

し
て
把
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

か
る
と
い
え
る
。

註

（
１
）
石
田
一
良
「
前
期
幕
藩
体
制
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
朱
子
学
派
の
思
想
」

（
岩
波
『
日
本
思
想
大
系
詔
藤
原
猩
窩
・
林
羅
山
』
）

（
２
）
「
寄
田
玄
之
」
（
京
都
史
蹟
会
編
『
羅
山
先
生
文
集
」
、
以
下
『
羅
山

文
集
』
と
す
）
巻
二
。

（
３
）
「
擬
問
六
條
」
（
同
右
）
巻
三
十
一
・

（
４
）
『
困
知
記
』
（
東
北
大
学
図
書
館
、
狩
野
文
庫
蔵
）
巻
上
、
七
丁
。

（
５
）
羅
整
庵
の
理
気
論
に
つ
い
て
は
、
山
下
龍
二
「
羅
欽
順
と
気
の
哲
学
」

（
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
」
”
）
に
示
唆
を
う
け
た
。

（
６
）
「
随
筆
三
」
（
『
羅
山
文
集
』
）
巻
六
十
七
。

（
７
）
「
寄
田
玄
之
」
（
同
右
）
巻
三
。

（
８
）
友
枝
龍
太
郎
『
朱
子
の
思
想
形
成
』
第
四
章
第
二
節
、
朱
陸
学
説
の
異

同
と
そ
の
背
景
、
参
照
。

（
９
）
「
答
林
秀
才
」
（
『
藤
原
猩
窩
集
』
巻
下
）
一
三
八
頁
。

（
岨
）
「
排
耶
蘇
」
（
『
羅
山
文
集
』
）
巻
五
十
六
。

（
Ⅱ
）
「
随
筆
三
」
（
同
右
）
巻
六
十
七
。

（
岨
）
安
田
二
郎
「
陽
明
学
の
性
格
」
（
『
中
国
近
世
思
想
研
究
』
）
二
二

’
四
頁
、
衣
笠
安
喜
『
近
世
儒
学
思
想
史
の
研
究
』
第
一
章
・
一
・
１

羅
山
の
朱
子
学
理
解
．
⑨
「
悪
」
の
根
源
、
参
照
。

（
略
）
石
田
前
掲
論
文
、
四
二
三
頁
、
参
照
。

（
皿
）
「
随
筆
四
」
（
『
羅
山
文
集
』
）
巻
六
十
八
。

（
妬
）
同
右
。

（
略
）
同
右
。

（
Ⅳ
）
「
随
筆
六
」
（
同
右
）
巻
七
十
。

（
岨
）
「
随
筆
四
」
（
同
右
）
巻
六
十
八
。

（
旧
）
同
右
。

（
別
）
衣
笠
氏
は
、
こ
の
文
を
も
っ
て
羅
山
に
は
性
を
一
元
的
に
把
え
る
志
向

が
存
し
た
と
し
て
い
る
。
〔
衣
笠
氏
前
掲
書
、
八
十
九
頁
、
註
（
皿
）
〕

し
か
し
、
こ
の
文
は
、
天
命
・
気
質
の
二
つ
の
性
を
説
き
、
復
性
を
論

じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
別
）
こ
の
時
期
の
仮
名
書
き
の
抄
物
に
は
、
『
四
書
集
註
妙
』
も
含
ま
れ
る

と
考
え
る
。
そ
の
「
大
学
抄
」
の
中
に
、
「
淳
熈
己
酉
十
六
年
朱
嘉
行

年
六
十
一
歳
、
日
本
文
治
五
年
二
當
ル
、
至
元
和
元
年
、
四
百
二
十
七

四
四



（
約
）
同
右
、
五
丁
。

（
㈹
）
「
神
道
伝
授
」
（
岩
波
『
日
本
思
想
大
系
羽
近
世
神
道
論
・
前
期
国

学
』
）
一
三
頁
。

へへへ

383736
ｰゞシ

年
、
」
と
の
一
節
が
あ
る
。

（
〃
）
「
中
庸
抄
」
（
東
北
大
学
図
書
館
蔵
『
四
書
集
註
抄
』
）
巻
上
、
十
六

丁
。

（
認
）
同
右
。

（
型
）
「
大
学
抄
」
（
同
右
）
三
十
八
丁
。

（
妬
）
同
右
、
六
丁
。

（
妬
）
『
厄
言
抄
』
（
東
北
大
学
図
書
館
、
狩
野
文
庫
蔵
）
巻
下
、
三
丁
。

（
”
）
同
右
、
三
十
二
丁
ｐ

（
記
）
安
田
前
掲
論
文
、
一
二
三
’
四
頁
参
照
。

（
羽
）
石
田
前
掲
論
文
、
四
二
三
頁
。

（
釦
）
同
右
、
四
二
四
頁
。

（
瓠
）
「
三
徳
抄
」
（
岩
波
『
日
本
思
想
大
系
肥
藤
原
梶
窩
・
林
羅
山
』
）

一
六
一
頁
。

（
犯
）
同
右
、
一
六
三
頁
。

（
お
）
同
右
、
一
六
四
頁
。

（
弘
）
同
右
、
一
六
四
’
六
頁
。

（
弱
）
「
寄
朝
鮮
国
三
官
使
」
（
『
羅
山
文
集
』
）
巻
十
四
。

（
粥
）
「
三
徳
抄
」
一
六
四
頁
。

十
三
丁
。

同
右
。

『
神
道
秘
伝
折
中
俗
解
』
（
東
北
大
学
図
書
館
、
狩
野
文
庫
蔵
、
写
本
）
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